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栄
誉
を
た
た
え
て

倶
知
安
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、前
年
度
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
お
い
て
活
躍
し
た
選
手
・

団
体
に
倶
知
安
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
を
授
与
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
栄

誉
賞
に
1
個
人
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
3
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
に
17
個
人
と
6
団
体

が
選
ば
れ
、
11
月
17
日
㈯
に
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
か
っ
こ
内
は
競
技
名
、

敬
称
略
、
成
績
略
）

ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞

　

過
去
に
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
し
、
か
つ

町
を
代
表
し
て
全
国
大
会
に
優
勝
し
た
個

人
ま
た
は
チ
ー
ム

田
原　

一
晃
（
銃
剣
道
）

ス
ポ
ー
ツ
賞

町
を
代
表
し
て
全
道
大
会
に
優
勝
、
も

し
く
は
全
国
大
会
に
上
位
の
成
績
を
収
め

た
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム

倶
知
安
ク
ラ
ブ
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

Ｊ
A
よ
う
て
い
（
野
球
）

倶
知
安
中
学
校
ス
キ
ー
部
（
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

町
を
代
表
し
て
全
道
大
会
に
上
位
の
成

績
を
収
め
た
者
、
も
し
く
は
後
志
管
内
大

会
に
優
勝
し
た
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム

太
田　

智
也
（
陸
上
競
技
）

桜
間　

優
介
（
陸
上
競
技
）

門
馬　

怜
生
（
陸
上
競
技
）

宅
間　

伊
吹
（
陸
上
競
技
）

土
屋　

真
理
（
陸
上
競
技
）

船
山　

柚
樹
（
陸
上
競
技
）

松
井　

桜
政
（
陸
上
競
技
）

成
田　

友
哉
（
陸
上
競
技
）

盛
合　

凜
華
（
陸
上
競
技
）

大
野　

加
鈴
（
陸
上
競
技
）

佐
藤　

晏
人
（
水
泳
）

カ
ー　

な
お
み
（
水
泳
）

山
田　

悠
可
（
ス
キ
ー
ア
ル
ペ
ン
競
技
）

川
中　

朝
陽
（
陸
上
競
技
）

田
中　

大
誇
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

安
藤　

功
騎（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

小
林　

孝
輔
（
剣
道
）

後
志
地
方
銃
剣
道
連
盟
倶
知
安
支
部

愛
球
ク
ラ
ブ
（
野
球
）

倶
知
安
中
学
校
陸
上
部

倶
知
安
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

倶
知
安
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

倶
知
安
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

税
に
つ
い
て
正
し
く
学
び

理
解
を
深
め
る

表
彰
作
品
が

文
化
祭
を
彩
り
ま
し
た

1・2 年 3・4年 5・6年 中学生 3・4年 5・6年 中学生
町 長 賞（絵画） 町 長 賞（書道）

鈴木光樹 福岡姫奈 岩田紗和 有涼海羽 小室実結 田中勢士郎 大津京太郎

議 会 議 長 賞（絵画） 議 会 議 長 賞（書道）

傳法茉莉奈 渡邉賢吾 水口倖那 和田純弥 日野敦稀 中野結 小西希空

教 育 長 賞（絵画） 教 育 町 賞（書道）

渡辺千雪 加藤大智 萩原世安 下山倖葉 川上絢愛 本郷里奈 川村和苑

青少年育成会長賞（絵画） 青少年育成会長賞（書道）

角田玲衣 阿部実莉 川口ほのか 佐藤汐海 松谷華恋 小倉優菜 村田和優

文 化 協 会 長 賞（絵画） 文 化 協 会 長 賞（書道）

ﾋﾟｯｶﾘﾝグ望有 大門緋月 千田花菜 加藤叶楽 小椋咲和 青山怜生 鈴木寛南

　

平
成
30
年
度

の
総
合
文
化
祭

児
童
生
徒
作
品

展
入
賞
者
が
、

次
の
と
お
り
決

定
し
、
11
月
３

日
㈯
に
文
化
福

祉
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
に
て
表

　

国
税
庁
で
は
11
月
11
日
か
ら
17
日
の
期

間
を
毎
年
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
、

税
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、
11
月
12
日
㈪
に
は
「
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
「
税
の
大
切

さ
」
や
「
税
の
果
た
す
役
割
」
に
つ
い
て

正
し
く
学
び
、
そ
の
知
識
や
感
想
を
絵
は

が
き
に
し
、
税
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
倶
知

安
町
か
ら
次
の
4
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

優秀賞 北原かのん（6年）西小
樺山分校税務署長賞 中川愉々（6年）

女性部会長賞 本郷里奈（6年） 東小特別賞 大石一輝（5年）

彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▲（左から）絵はがきコンクール
で入賞した中川さん、北原さん

　

ま
た
、
同
日
に
租
税
教
育
推
進
校
と
し

て
西
小
学
校
樺
山
分
校
が
倶
知
安
税
務
署

長
表
彰
を
受
け
、
11
月
26
日
㈪
に
は
、
中

学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で
南
後

志
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
に

選
ば
れ
た
倶
知
安
中
学
校
1
年
の
田
原
丞

一
朗
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
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旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
は
12
月
22
日
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す

小
学
生
以
下
は
リ
フ
ト
無
料
！　

町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
小
学
６
年
生

以
下
の
子
ど
も
は
、
リ
フ
ト
使
用
料
が
無

料
で
す
。

　

受
付
票
に
記
入
し
、
券
売
所
に
提
出
す

る
と
町
民
利
用
者
カ
ー
ド
の
入
っ
た
腕
章

を
渡
し
ま
す
の
で
、
リ
フ
ト
を
利
用
す
る

際
は
必
ず
腕
に
付
け
、
帰
り
に
は
券
売
所

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

「
楽
し
く
、
も
っ
と
上
達
コ
ー
ス
」

　

経
験
豊
か
な
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指

導
に
当
た
り
ま
す
。

■
日
時
／
平
成
31
年
1
月
9
日
㈬
〜
10
日

㈭
、
18
時
〜
20
時

■
会
場
／
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場

■
募
集
人
員
／
先
着
50
名

■
参
加
料
／
７
０
０
円
（
保
険
料
込
）

■
締
切
／
平
成
31
年
1
月
8
日
㈫

■
申
込
方
法
／
申
込
書
と
参
加
料
を
持
参

の
上
、
総
合
体
育
館
へ

問
総
合
体
育
館
☎
22
―
２
２
８
８

小
学
生
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室

■
営
業
期
間
／
12
月
22
日
㈯
〜
平
成
31
年

3
月
3
日
㈰
※
積
雪
の
状
況
に
よ
り
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

■
ナ
イ
タ
ー
営
業
日
／
毎
週
火
・
木
曜
日

　
（
火
・
木
曜
日
が
休
業
と
な
っ
た
場
合

は
翌
日
ナ
イ
タ
ー
営
業
）
お
よ
び
12
月

　

28
日
㈮
、
平
成
31
年
1
月
9
日
㈬
、
2

　

月
16
日
㈯

■
町
民
無
料
デ
ー
／
12
月
22
日
㈯
、
平
成

31
年
1
月
14
日
㈪
、
平
成
30
年
2
月
16

日
㈯
・
17
日
㈰
、
３
月
３
日
㈰

■
休
業
日
／
毎
週
月
曜
日
※
月
曜
日
が
祝

祭
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
、
12
月
31
日

㈪
〜
平
成
31
年
1
月
1
日
㈫
、
平
成
31

年
1
月
11
日
㈮
〜
13
日
㈰
※
全
道
中
体

連
XC
ス
キ
ー
大
会
開
催

■
営
業
時
間
※
ス
キ
ー
大
会
の
実
施
な
ど

に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
／

通
常
営
業
日

9
時
〜
16
時（
リ
フ
ト
最
終
15
時
45
分
）

ナ
イ
タ
ー
営
業
日

9
時
〜
21
時（
リ
フ
ト
最
終
20
時
45
分
）

平成 31年 1月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31
平成 31年 2月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28
平成 31年 3月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3

平成 30年 12 月
日 月 火 水 木 金 土

22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

町
内
の
小
学
生
以
下
は
リ
フ
ト
無
料

通常営業日
ナイター営業日
休業日

赤字 町民無料デー

《各施設の休業日》
施　設　名 休　　業　　日

役場
12 月 29 日㈯～ 1月 6日㈰

保健福祉会館
子育て支援センター 12 月 30 日㈰～ 1月 6日㈰
公民館 12 月 31 日㈪～ 1月 5日㈯
絵本館

12 月 28 日㈮～ 1月 5日㈯世代交流センター
公民館図書室
総合体育館 12 月 30 日㈰～ 1月 5日㈯
学校夜間開放 12 月 29 日㈯～ 1月 6日㈰
旭ケ丘スキー場 12 月 31 日㈪～ 1月 1日㈫
小川原脩記念美術館

12 月 29 日㈯～ 1月 5日㈯
倶知安風土館
倶知安斎場 1月 1日㈫～ 2日㈬

12 月  1 月
29日㈯ 30日㈰ 31日㈪ 1日㈫ 2日㈬ 3日㈭ 4日㈮ 5日㈯ 6日㈰ 7日㈪ 8日㈫ 9日㈬

ごみの収集 通 常 休 み 通 常 休 み 休 み 休 み 通 常 通 常 休 み 通 常 通 常 通 常

清掃センター
資源リサイクルセンター 通 常 休 み 15時で

受入終了 休 み 休 み 休 み 通 常 通 常 休 み 通 常 通 常 通 常

エコガレージ 通 常 通 常 休 み 休 み 休 み 休 み 通 常 通 常 通 常 休 み 休 み 通 常

　年末から年始にかけて役場ほか町内各施設は、表《各
施設の休業日》のとおり休業しますのでお知らせします。
なお、役場と保健福祉会館については 9日間の休業と
なることから次のとおり窓口を臨時開設します。一部の
窓口を除き、平日同様の各種届出と対応が可能です。
■臨時窓口開設日時／
　平成 31年 1月 4日㈮　9時～ 13 時
■開設窓口／
　《役場庁舎》住民環境課住民係（証明書などの発行に
　限る）・福祉医療課国保医療係・税務課・出納室・水
　道課総務係
　《保健福祉会館》福祉医療課

1 月 4日は窓口を臨時開設します
年末年始施設の休業とごみの収集について

ごみの収集など



た
ち
と
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
笑
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
じ
ゃ
ん
け
ん
を

し
て
負
け
た
ら
ス
タ
ー
ト
ま
で
歩
い
て

戻
る
こ
と
を
繰
り
返
す
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
き
な
口
を
開
け
て
歌
う
こ
と
は
、

口
の
周
り
の
筋
肉
を
刺
激
し
、
呼
吸
器

の
運
動
に
な
り
、
ま
た
、
笑
う
こ
と
は
、

免
疫
力
を
高
め
る
効
果
が
期
待
で
き
る

と
講
師
は
話
し

て
い
ま
す
。

　

仲
間
と
た
く

さ
ん
笑
う
こ
と

で
、
心
身
と
も

に
健
康
な
毎
日

を
送
り
ま
し
ょ

う
。

－16－

ＴＯＰＩＣＳ
働
く
こ
と
の
大
変
さ
を
学
ぶ

倶
知
安
中
学
校
2
年
生
が
町
内
で
職
場
体
験

　

倶
知
安
中
学
校
2
年
生
１
０
３
名
が
10

月
24
日
㈬
か
ら
26
日
㈮
の
3
日
間
、
町
内

の
事
業
所
な
ど
で
職
場
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　

公
務
員
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
と
い
う

萩
野
な
つ
美
さ
ん
は
、
役
場
総
合
政
策
課

で
広
報
紙
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
25

日
㈭
、
本
号
の
編
集
に
係
る
打
ち
合
わ
せ

に
参
加
し
た
後
は
、
寿
大
学
10
月
講
座
を

取
材
し
、翌
日
は
記
事
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

役
場
の
仕
事
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う

羊
蹄
山
避
難
小
屋
管
理
人

近
藤
英
輝
氏
が
表
彰

万
が
一
に
備
え
を

北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練

　

夏
山
登
山
の
シ
ー
ズ
ン
の
終
わ
り
を
迎

え
、
避
難
小
屋
の
常
駐
期
間
を
終
え
た
管

理
人
2
名
に
よ
る
羊
蹄
山
管
理
保
全
連
絡

協
議
会
会
長
（
倶
知
安
町
長
）
へ
の
報
告

会
が
10
月
26
日
㈮
に
役
場
町
長
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

管
理
人
か
ら
は
、
天
候
の
不
順
に
よ
り

登
山
者
が
減
少
し
た
こ
と
や
、
登
山
道
の

状
況
の
悪
化
、
ま
た
、
登
山
者
の
マ
ナ
ー

な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
西
江
町
長

は
、
軽
装
で
の
登
山
へ
の
注
意
喚
起
は
も

ち
ろ
ん
、
事
故
の
発
生
に
対
し
て
は
羊
蹄

山
ろ
く
消
防
組
合
山
岳
救
助
隊
と
の
連
携

が
大
切
で
あ
る
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
会
に
先
立
ち
、
避
難
小
屋

管
理
人
で
あ
り
、
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
の

自
然
公
園
指
導
員
も
務
め
る
近
藤
英
輝
氏

に
対
し
、
10
年
以
上
に
わ
た
る
指
導
員
と

し
て
の
功
績
を
称
え
、
環
境
省
自
然
環
境

局
長
表
彰
と
し
て
表
彰
状
と
功
労
記
章
が

贈
ら
れ
、
近
藤
氏
は
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ

　

北
海
道
電
力
泊
原
子
力
発
電
所
（
以
下

泊
原
発
）
の
万
が
一
の
事
故
に
備
え
る
た

め
、
防
災
関
係
機
関
が
協
力
し
て
原
子
力

防
災
対
策
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
の
連
携
、
防
災
業
務
関
係
者
の

技
術
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

の
防
災
意
識
の
向
上
や
、
防
災
対
策
に
関

す
る
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
る
、
北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練
が
10

月
22
日
㈪
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

倶
知
安
町
は
泊
原
発
か
ら
30
㌔
圏
内
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
避
難
対
象
自
治
体

で
す
。
こ
の
日
は
、
災
害
時
対
策
本
部
の

運
営
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
た
他
、
一
時
滞

在
場
所
へ
の
住
民
避
難
訓
練
を
中
心
と
し

た
訓
練
に
、
町
民
ら
約
60
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

住
民
避
難
訓
練
で
は
、
集
合
場
所
で
の

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
や
、
バ
ス
の
車
両

や
避
難
住
民
ら
へ
の
放
射
性
物
質
の
付
着

検
査
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
町
民
は

で
、
素
晴
ら
し

い
表
彰
を
い
た

だ
き
、
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
地

域
の
自
然
を
守

る
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し

た
。

「
こ
う
い
っ
た

事
態
に
な
ら
な

い
こ
と
を
望
み

た
い
が
、
訓
練

自
体
は
万
が
一

の
た
め
に
、
非

常
に
意
義
深
い

も
の
だ
と
感
じ

ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
町
民
を
対
象
と
し
た

『
寿
大
学
』
の
10
月
講
座
が
、
10
月
25

日
㈭
に
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
植
田

智
子
氏
（
羊
蹄
ハ
イ
ツ
）
と
松
尾
真
由

美
氏
（
町
福
祉
医
療
課
）
を
講
師
に
招

き
、『
身
体
を
動
か
し
な
が
ら
頭
を
使

お
う
』
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、
53
名
が

受
講
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
参
加
者
は
2
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
曲
を

交
互
に
歌
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し

ま
し
た
。
互
い
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
つ
ら

れ
な
い
よ
う
に
歌
う
こ
と
は
難
し
く
、

上
手
く
歌
え
な
か
っ
た
参
加
者
は
、
少

し
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
な
が
ら
も
仲
間

笑
う
こ
と
で
健
康
に

寿
大
学
10
月
講
座

事
務
だ
け
で
は
な
く
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
が
多

い
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
萩
野
さ

ん
。
職
場
体
験
を
通
し
て
「
業
務

の
一
つ
一
つ
に
事
前
の
準
備
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
見
聞
き

し
た
こ
と
や
体
験
し
た
こ
と
を
人

に
伝
え
る
難
し
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し

て
い
ま
す
。
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北
海
道
で
は
、
低
気
圧
が
通
過
す
る
時

や
冬
型
の
気
圧
配
置
で
季
節
風
が
強
ま
る

時
な
ど
に
暴
風
雪
や
大
雪
が
発
生
し
ま

す
。
ま
た
、
石
狩
湾
付
近
に
小
さ
な
低
気

圧
が
発
生
し
た
際
に
は
、
局
地
的
に
短
時

間
で
暴
風
雪
や
大
雪
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
低
気
圧
の
移
動
速
度
が
速
い
場

合
や
地
形
が
急
に
開
け
た
場
所
な
ど
で

は
、
風
の
強
さ
や
見
通
し
が
急
激
に
変
化

し
、
局
地
的
な
大
雪
と
な
り
、
吹
雪
や
吹

き
溜
ま
り
、道
路
規
制
や
交
通
機
関
運
休
、

大
雪
に
よ
る
倒
木
や
建
物
の
倒
壊
な
ど
の

災
害
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

気
象
台
で
は
、
暴
風
雪
や
大
雪
に
よ
り

重
大
な
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
、「
暴
風
雪
警
報
」
や
「
大
雪
警
報
」

を
発
表
し
て
、
警
戒
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

最
新
の
気
象
情
報
や
雪
の
情
報
を
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

確
認
し
、
暴
風

雪
が
予
想
さ
れ

て
い
る
と
き

は
、
無
理
を
せ

ず
外
出
は
控
え

ま
し
ょ
う
。

問
札
幌
管
区
象
台
天
気
相
談
所
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０
１
１
―
６
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１
―
０
１
７
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3
名
の
中
高
生
が
姉
妹
都
市
で
異
文
化
交
流

そ
の
経
験
か
ら
見
る
私
た
ち
の
町

大
雪
や
暴
風
雪
に
よ
る

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

広
報
く
っ
ち
ゃ
ん
7
月
号
な
ど
で
募
集

を
し
、
9
月
号
で
紹
介
し
た
平
成
30
年
度

姉
妹
都
市
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
と
の
青
少
年
交

流
事
業
に
お
け
る
留
学
生
、
竹
山
芽
里
さ

ん
（
倶
知
安
中
学
校
3
年
）・
本
多
翔
ジ
ョ

シ
ュ
ア
さ
ん
（
倶
知
安
高
校
1
年
）・
佐

藤
優
衣
さ
ん
（
倶
知
安
高
校
3
年
）
の
3

名
が
9
月
24
日
㈪
か
ら
10
月
2
日
㈫
の
9

日
間
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

世
界
的
な
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
成

長
を
遂
げ
て
い
る
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
は
、
魅

力
あ
る
豊
か
な
自
然
な
ど
倶
知
安
町
と
共

通
す
る
点
が
い
く
つ
か
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
留
学
生
た
ち
が
体

験
し
た
こ
と
や
、
現
地
で
感
じ
た
倶
知
安

町
と
異
な
る
点
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
来
年
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
の
学
生

が
倶
知
安
町
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
、
学

校
の
授
業
な
ど
を
体
験
し
ま
す
。
今
回
サ

ン
モ
リ
ッ
ツ
に
留
学
し
た
3
名
の
学
生

は
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
「
現
地
の
方
々

は
皆
温
か
く
、
こ
の
留
学
は
貴
重
な
体
験

と
な
っ
た
。
来
年
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
の
学

生
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
受
け
入

れ
る
際
に
は
、
日
本
や
倶
知
安
町
の
素
晴

ら
し
さ
を
た
く
さ
ん
教
え
て
あ
げ
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲

チーズ作り体験

9 月 24 日㈪～ 10月 2日㈫　スイス・サンモリッツ

小

食

山 サンモリッツの湖

町並み


